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第2表　ダイコソの所得的位置づけと複合経営の自立可能指標
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4　摘　　　　　要

1　産地化におけるダイコン加工施設の役割

1）製品の種類別の付加価値は，①塩蔵ダイコソ，

②塩押したくあん，③改善塩押したくあんの順に高ま

り．①に対して③の原料用ダイコンの買上げ可能な生

価格は，10吻当たり50喀アップの280円程度の引

上げが可能である。

2）原料用ダイコンの生産を補完するため．農協が

主体となり，畑の耕起・防除作業等を受託することが

生産農家の規模拡大と省力に大きな役割を果たす。

2　加工用ダイコソ導入による経営の安定拡大

1）農協への作業委託・土つき出荷が可能となり．

担い手農家層の規模拡大と収量，品質向上が図られる。

2）加工用ダイコソは，それ単独では所得が低くて

も．大規模農家層は，個別‾販売の限界，労働力の配分

面からこれを組み入れることにより，土地利用の高度

化による経営の集約化と所得の拡大が可能になる。

水稲育苗施設などの多目的利用

第1報　施設の種類と跡利用例

古沢　典夫・加藤　万賢
（岩手県農業試験場）

1　は　じ　め　に

岩手県における田植機の普及台数は1占．859台で，北

上川下流・上流地域を中心に水稲作付面積の55・7痴

（犯279ha）が田植機による移植面積である。

これに伴う育苗施設も急速に伸び，本田50ha以上

に供給する大型施設97を始め，硬化ハウスのみでも

ほぼ20haの面積が推定される。

また．ここでは課題の中心ではないが，タバコの乾

燥施設は県内でほぼ200ha，投資50億と推定されて

おり，いずれも更に一層の増設拡大がなされるであろ

つ0

しかしながら，農業は工業などに比べると季節性が

画然としている特徴があって，稼働期間が著しく短い。

水稲育苗施設の本来目的のためには．せいぜい年間2

カ月くらいしか使用されないことになる。

そこで，高い投資をしたのに他の期間をずつと空か

せておくのはもったいないではないか，との考えかた

が生ずる。「何か有利な利用法はないものか」との質

問・研究に対する要請が多いのも当然のことであろう。

2　多目的利用例

第1回は県下18の事例である。いずれも共通的に

水稲育苗を行っている施設であるが，数多い硬化ハウ

スのほか，緑化ハウス⑲・＠がある。またタバコハウ

ス⑩・⑲・⑭や，本来は野菜ハウスであって副次的に

水稲育苗を行っている例⑮・（吟も認められる。

作目を見ると，野菜9（葉菜4，山菜1，果菜5，

黄葉1）を中心とし，きのこ5，花井2．果樹（ブド

ウ）1，乾牧草生産1と，なかなかに多彩である。
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第1図　農業用育苗施設などの跡利用例

これらの施設多目的利用例を通じて言えることは，

利用年次が1～2年と浅いため作目の選択・技術の習

得・流通や生産体制の確立などに問題が多いことであ

る。また「空かせておくことのもったいなさ」程度の

意識で，利用の目的や狙いが明確でない場合が多いこ

とも指摘しておきたい。

このうち，②のメロソ採種は特定の種苗会社との契

約栽培であって，生産物の流通体制も確立し，狙いも

明確にした，やや特殊ながら模範例である。

⑭の牧草ゐ仕上げ乾燥利用は，他に2カ所計5カ所

に見られ．乳・肉牛飼養農家に広く推奨できる活用法

である。この利用法の要領として．地面またはコンク

リートなどの面に接する下部には，dO～100の花の良く

乾燥した牧草をあらかじめ積み．これはずっと除去し

ない。この例は経済試算は行いがたいが，不良気象に

伴う腐敗などのロスや品質低下を防ぎ，他に利用しが

たい高温期の遊休施設活用として有効なものである。

⑨は果樹との組合せが特異である。この方式は青森

県でかなり行われていて，有利販売ができるブドウの

促成栽培に主目的があり，葉が茂らぬ春の水稲育苗な

どに副次的に利用されているようであって野菜の育苗

も有効である。

もちろん無加温で，途中からビニールを除去しブド

ウ畑に急変する。上策植物と下繁植物の生育季差を応

用した立体的活用とも云えるであろう。

ブドウはウォークマン仕立法（別名大隈法）という

特殊な栽培法であることに注意すべきであり，また本

県ではキャンベルを供用しているが，促成による高単

価を狙うか，露地では不可能な晩生大粒種にするか．

もっと有利な品種を検討すべきであろう。

山菜を含め野菜は最多であるが．⑲のレタス育苗は

水稲育苗と時期的に競合するから，ゆとりがあるタバ

コ乾燥′、ウスなどのみ成立する。

④と⑤は晩秋から初冬の端境期を狙った作型で，水

稲育苗前の早春出荷を狙うとすれば①・⑥のような加

温設備が必要となる。

また，花井の2例，特にスイセソの切花は巧みな無

加温ハウスの利用法で，春化処理と暖地である条件が

前捷となる。

5　利用段階と作目開発

施設を固定費で見ると第1表のとおりで，硬化施設

はその25帝に過ぎない。したがって，硬化ハウス部

分を上手に活用しても，緑化施設を含めた全体の固定
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費，ひいては水稲育苗コスト低減には役立ちがたいの

である。

これは利用段階が低いことにも一因があって．硬化

ハウスではハウス部分を除去して跡を畑地として利用

するもの．ビニールだけを除いて骨組みにキュウリ・

イソゲソなどツルものをからませる程度の低利用が一

般に多く第1回の③の前期2作など′、ウスで栽培する

意義は疑問である。

第1衰　育苗センターの固定費（クボタ100ha規模）

名　　　 称 数　　　 量 金　　　 額 耐用年数 年 依 却 費

1　 作　 業　 室 1 4 かが 1，0 1 0．4 5 5 1 5 年 8 0，°2 8

2　 育　　 苗　 重 1 9 8 刀が 2．5 9 5．7 8 7 8 年 2 6 笑5 2 5

5　 出　 芽　 装 置 4 基 6 2 8，0 0 0 8 年 7 8．5 0 0

4　 線　 化　 装 置 2 8 台 2，1 5 q O D O 8 年 2 d ス5 7 5

5　 発 育 用 機 械 プラ ン ト 1 基 1，5 8 8，4 0 0 5 年 2 7 5．8 8 0

‘　 硬 化 用 施 設 1 5 棟 2．4 8 2，2 5 ° 5 年 4 9 占．4 4 7

7　 育　　 苗　　 箱 木 製 1，4 4 0，0 0 （】 5 年 4 8 0，0 0 0

8　 そ　　 の　　 他 設 計料他 6 4 2．8 8 0 8 年 8 0．5 5 7

諸　　 経　　 費 5 4 1，5 7 4 4 2．8 9 8

補 助 な し 1 2．4 4 8，2 7 0 乙d 4 9．2 0 4

（補 助差引 き ） 8，7 8 5，2 7 0 1．4 4 5，8 7 7

注目すべき高度利用として近年育苗施設による芝生

生産が試み始められつつある。これは催芽・播種から

緑化・硬化まで全施設・機能をすべて活用しており．

水稲育苗の全作業行程をそのままたどるものである。

ここまでの高度活用では．場合によっては（活用期間

の長さもあって）どちらが主になるか解らぬほどの成

果も予想されるであろう。

また，周年的利用も多目的利用効果を高めるもので

あり，加温・かん水などの機能付加や二重トンネルな

どの設置を行い，地域性や労働力など経営条件に応じ

た作目開発がなされるべきである。第1園に示されな

いもので．可能性の高い活用法を一試案として示すと

次のとおりである。

園芸部門；野菜では他に促成ニラ・サントウナ・コ

マツナ・小カブなどが考えられるし，アスパラガスの

冬出しも有利であろう。育苗についてはレタスのほか

多くの作目が考えられ，特にタバコ乾燥ハウスで有効

であるし，アスパラガスの育苗の例もある。また，ナ

ガイモの催芽なども行えるであろう。

花井についてはス　ト，ク．秋ギク．フリージア，チ

一一リップ‾，ユリ煩などがあるほか，切枝花木として

レンギョウ，ボケ，ユキヤナギ，サクラ，ハナモモ，

コデマリ類，ハナウメ，モクレソ，リソショウバイな

ど数多くある。また鉢物も考えられる。

山菜としてはシドケのほかクサソテツ（コゴミ），

ワラビ，タラの芽（クラボウ）など各種が考えられ，

特にクサソテツは有望と思われる。

林業部門；きのこ類としてはシイタケ，ナメコのほ

かヒラタケ，エノキタケ，マッシュルームなどがある

が，ホダ木づくりの作業場兼かん水によるホダ木貯蔵

場として注目されている。

他に用材・薪の乾燥，クルミの乾燥などの利用法も

ありそうである。

畜産部門；乾草生産・粗飼料置場のほか，厩肥・鶏

糞の乾燥や家畜の飼育場特にブロイラー飼考の例が

ある。

水産部門；藻類・魚類の乾燥が考えられよう。

畑作部門；タバコ乾燥ハウスと水稲育苗施設の相互

利用は最も有効であろう。他にラヅカセイなどの子葉

乾燥などにも利用できる。

考蚕部門；高温抑制機能に問題がある場合もあるが，

かなり有力である。


